
地表地震断層と地㉁ᵓ㐀から見た令和 8 年熊本地震

⏘総研 地㉁調査総合ࢭンター

ント࢖࣏

• 令和 8 年熊本地震で活動した日奈久断層帯に㛵して㸪地㉁㸪地ୗᵓ㐀㸪変動地ᙧ㸪

ྂ地震➼に㛵する調査研究がᐇ᪋されてきた㸬

• ⏘総研では令和 8年熊本地震で生ࡌた地表変≧࣭ 地表地震断層をᢕᥱするたࡵの⥭

ᛴ現地調査を⤌⧊的にᐇ᪋し㸪⣙ 37 kmにࢃたって地表地震断層を☜ㄆした㸬

• ⥭ᛴ現地調査で☜ㄆできた地表地震断層によるྑᶓࡎれ変఩は᭱大で 184 cm㸪上

ୗ変఩は᭱大で⣙ 130 cm であった㸬日奈久断層帯 高㔝―ⓑ᪝区間では㸪平ᡂ 28

年熊本地震による地表地震断層とྠࡌሙ所に地表地震断層࣭地表変≧が生ࡌた㸬

• 計測結果にもと࡙いてᶓࡎれ変఩㔞の空間分布を示した㸬ᶓࡎれ変఩㔞は日奈久断

層 日奈久区間㸦ịᕝ付近㸧と高㔝―ⓑ᪝区間໭部㸦高ᮌ付近㸧にࡑれࡒれࣆーク

をᣢࡘ㸬

図㸬㸦A㸧⥭ᛴ現地調査による地表地震断層の変఩㔞計測地Ⅼ㸪㸦B㸧日奈久断層帯 高㔝―ⓑ

᪝区間において 2016 年と 2026 年の熊本地震でࡑれࡒれྠࡌ఩⨨に出現した地表地震断層㸪

㸦C㸧日奈久区間におけるỈ⏣の␏に見られるྑᶓࡎれ変఩㸪㸦D㸧⥭ᛴ現地調査による日奈

久断層に沿うᶓࡎれ変఩㔞の空間分布㸬
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